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【資料１ 基本的な学習の流れ】 

 

人々の願いを踏まえて選択・判断することができる子どもが育つ社会科学習 

 

 

 

名古屋市立白鳥小学校教諭  三 輪 拓 夢 

 

 

Ⅰ 研究のねらい 
人は日々の中で選択・判断を繰り返して生活している。これらの選択・判断を自分本位ではなく、人々

の願いを踏まえて行えるようにすることが、これからの社会では必要になっていく。なぜなら、多様化が

進む現代社会において、様々な立場や価値観をもつ人々の願いを踏まえて選択・判断することが、これか

ら社会の形成者となっていく子どもに求められる資質であると考えるからである。 

小学校学習指導要領解説社会編では、４年生の県内の伝統や文化、先人の働きにおける学習内容につい

て人々の願いを捉えることや、自分たちにできることを考えたり、選択・判断したりできるよう配慮する

必要があることが述べられている。そこで、本研究では自分ができることとして、人々の願いをかなえる

ためにどのような取組をしていくとよいのか、選択・判断して提案する活動を取り入れることにした。こ

れまでの私の実践では、人々の願いを踏まえて取組を選択・判断できなかったり、自分本位な選択・判断

をしてしまったりする姿が見られた。これは、社会的事象について学習していく中で、人々の願いを捉え

ることができていないことや、選択・判断する段階で捉えた願いを意識できていなかったり、それぞれの

取組の特性を把握できていなかったりしたことが原因だと考える。 

岡山理科大学准教授紙田路子氏は、社会科学習の事実認識について、「①問いを基に収集した知識（事

実的知識）の習得」「②『なぜ』あるいは『何』という問いを基にして、事象について説明する知識（説明

的知識）の習得」という認識過程が必要であると述べている。本研究では、子どもの発達段階を鑑み、社会

的事象を守るための取組（事実的知識）について、なぜ行われているのか目的を考えることで、説明的知

識を習得する。それを活用することで、取組に込められた人々の願いを捉えることができるようにする。

さらに、捉えた願いを踏まえて選択・判断することができるように、それらの願いをかなえるためには、

どのような取組をすればよいか、社会的事象に関わる人に提案する活動を行う。その際に、より妥当な取

組を提案することができるようにそれぞれの取組の特性を把握し、それを基に選択・判断することができ

るようにする。これらの活動を通して、人々の願いを踏まえて選択・判断することができる子どもの育成

を目指していく。 

 

Ⅱ 研究の方法 

１ 研究の対象  名古屋市立白鳥小学校 第４学年 25人 

２ 基本的な考え 

  本研究では、「つかむ」「調べる・捉える」「選択・判断する」

という段階を設定して、実践に取り組む【資料１】。「つかむ」

段階では、社会的事象について、動画や写真等から関心を高めた

後に学習問題を設定し、学習計画を立てる。「調べる・捉える」

段階では、社会的事象を守るための取組を調べ、事実的知識を習

得した後に、調べた取組の目的を考えることで、説明的知識を習

得する。そこから社会的事象に関わる人の、これから先の将来を 



- 62 - 

考えることで、人々の願いを捉え、学習問題についてまとめる。「選択・判断する」段階では、人々の願

いをかなえるために、どのような取組をしていけばよいのか、選択・判断し、社会的事象に関わる人に提

案する。その中でも、「社会的事象に込められた人々の願いを捉える活動」と「人々の願いを踏まえて選

択・判断する活動」において、以下のような手立てを講じることにした。 

(1) 社会的事象に込められた人々の願いを捉える活動の工夫 

「調べる・捉える」段階で、調べ学習を進める際

に、「願い発見シート」を活用する【資料２】。一

つ一つの取組（事実的知識）について「なぜ行われ

ているのか」を考えることで、説明的知識を習得す

る。そこから「社会的事象に関わる人はどうなって

ほしいと思っているのか」を考えることで、取組に

込められた願いについて捉える。その後、それぞれ

の「願い発見シート」を基に、学習問題についてま

とめる。この活動を通して、社会的事象に込められ

た人々の願いを捉えることができるようになると

考える。 

 

 

 

 

 

 

(2) 人々の願いを踏まえて選択・判断する活動の工夫 

「選択・判断する」段階で、まず、「願い発見シ

ート」を活用して捉えた取組に込められた願いと、

社会的事象に関わる人に実際に聞いた願いを比較

し、一致していることを確認する。次に、その願い

をかなえることができる取組を複数考え、学級全体

で共有する。その後「取組選択シート」を活用して、

どの取組を行うのがよいのかを考える活動を行う。

「取組選択シート」では、まず、取組について「効

果の大きさ」「時間の掛かり具合」といった基準か

ら２軸チャートの上に整理し、特性を把握する。次

に、それらの特性を参考にして、より妥当な取組を

選んで理由を記述する【資料３】。この活動を通し

て、人々の願いを踏まえて選択・判断することがで

きるようになると考える。 

 

 

 

 

 

【資料２ 「願い発見シート」】 

【資料３ 「取組選択シート」】 

２軸チャートを活用して把握した取組の

特性についての記述（破線）と、人々の願

いについての記述（実線）があれば「人々

の願いを踏まえて選択・判断する」ことが

できていることとする。 

 

「説明的知識」を習得して「社会的事象

に関わる人はどうなってほしいと思ってい

るのか」を考え、願いを記述することがで

きていれば「社会的事象に込められた人々

の願いを捉える」ことができていることと

する。 
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 【資料４ 願いを捉える場面での分析結果】 

Ⅲ 子どもの実態 
１ 調査日   ５月21日～６月２日 

２ 調査方法  プレ実践における記述分析 

３ 調査対象  名古屋市立白鳥小学校 第４学年 24人（在籍25人 欠席１人） 

４ 記述調査の結果と考察 

 (1) 人々の願いを捉えることができたか（調査１） 

   単元「発展してきた名古屋港」において、学習問

題「名古屋港を守るための取組には、どのような願

いが込められているのだろうか」を設定し、学習を

進めたところ「もっと便利な港になって、大きな港

になってほしいという願いから、しゅんせつ工事を行った」というように、取組に込められた社会的

事象に関わる人の願いを二つ以上捉えることができている子どもは24人中８人であった【資料４】。一

方、二つ以上の願いを捉えることができていない子どもは16人であった。これは、段階を踏まずに、い

きなり願いを捉えさせたことが原因であると考える。本研究では、事実的知識として習得した取組が

「なぜ行われているのか」を考えることで説明的知識を習得し、「社会的事象に関わる人はどうなって

ほしいと思っているのか」を考えることで、人々の願いを捉えることができるようにする。 

 (2) 人々の願いを踏まえて選択・判断することができたか（調査２） 

   単元「発展してきた名古屋港」において、これか

ら名古屋港がより発展するために必要な取組につ

いて複数考え、取組を選択・判断させたところ、人々

の願いを踏まえて選択・判断することができている

子どもは、24人中６人であった【資料５】。記述内容

を分析すると、選択・判断する際に、より妥当な取

組を選択することができていない子どもや「災害に強い港をつくることが優先だと思うから、防波堤

を頑丈にする」というように、人々の願いを踏まえることができていない子どもが18人いた。これは、

取組の特性を把握できていないことや、選択・判断した取組に、どのような願いが込められているの

かを考えることができていないことが原因であると考える。本研究では、まず、人々の願いを確認し

て、それをかなえるための取組を複数考え、それらの取組について２軸チャートを活用して整理し、

取組の特性を把握することで、人々の願いを踏まえて選択・判断することができるようにする。 

５ 観察する子どもについて 

  実態調査の結果から、本研究で観察する子どもを３人抽出した。結果は以下に示すとおりである。 

 調査１ 調査２ 子どもの実態 

Ａ児 △ △ 

 調べ学習を進めていく中で、取組に込められた人々の願いを一つしか捉

えることができていない。また、人々の願いを踏まえ、取組について選択・

判断する際に、取組を選択することはできているものの、人々の願いを踏

まえることができていない。 

Ｂ児 △ △ 

調べ学習を進めていく中で、取組について調べることはできているが、

そこに込められた人々の願いを捉えることができていない。また、願いを

共有し、捉えた上で取組について選択・判断する際に、取組を選択するこ

とはできているものの、人々の願いを踏まえることができていない。 

Ｃ児 △ △ 

 調べ学習を進めていく中で、自力で取組について調べることはできてい

ないが、声掛けをすることで取組について調べることができている。しか

し、そこに込められた人々の願いを捉えることができていない。また、願

いを共有し、捉えた上で取組について選択・判断する際に、教師の声掛け

によって、取組は選択することができているものの、人々の願いを踏まえ

ることができていない。 

【資料５ 選択・判断する場面での分析結果】 
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【資料６ Ａ児の「願い発見シート」】 

Ⅳ 第１次授業研究（６月） 

１ 単元  受けつがれてきた犬山祭 

２ 目標 

  犬山祭の発展や継承に関わる取組について取り上げ、犬山祭に関わる人が、どのような取組を行って

いるのかを調べ、それらの取組がなぜ行われているのかを考えることで、犬山祭に込められた人々の願

いを捉えることができるようにする。また、どのような取組をしていけば、人々の願いを踏まえること

ができるのかを考え、適切に表現することができるようにする。 

３ 検証項目 

(1) 説明的知識を基に「社会的事象に関わる人はどうなってほしいと思っているのか」を考える活動は、

人々の願いを捉えるために有効か、「願い発見シート」の記述内容からつかむ。 

(2)     人々の願いをかなえるための取組を複数考えた上で、それらの取組について、２軸チャートを活用

して整理し、より妥当な取組を考えることは、人々の願いを踏まえて選択・判断するために有効か、

「取組選択シート」の記述内容からつかむ。 

４ 実践の概要（11時間完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 第１次授業研究の様子と考察 

  (1) 検証場面１（第３～６時） 

   「願い発見シート」を活用して、取組に込められた願いを捉えるために、「犬山祭に関わる人はどう

なってほしいと思っているのか」を考えさせた。Ａ児は「車山の解体」という取組がなぜ行われてい

るのかについて、説明的知識として「車山の解体は、悪くなっているところがないか確認するために

行っている」を習得し、願いも記述することができていた。一方、「古い町並みの維持」という取組に

ついては、願いについての記述にはなっていなかった【資料６】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ｃ児は「小学校でのからくり実演」といった取組が、なぜ行われているのかについて、教師や友達

の声掛けから、「小学生にからくりの動きを知ってもらうために行われているのではないか」と考え、

車山の解体に

関しては「安全

に祭りを実施し

たい」と願いを

記述することが

できている。 

古い町並みの維

持に関しては「新

しかったら車山に

雰囲気が合わなく

なる」と記述して

おり、願いに関す

る記述になってい

ない。 
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【資料８ Ａ児の「取組選択シート」】 

【資料７ Ｃ児の活動の様子と「願い発見シート」】 

説明的知識として「小学校でのからくり実演は、小学生にからくりの動きを知ってもらうために行っ

ている」を習得していた。一方、取組に込められた願いについては、「犬山祭に関わる人はどうなって

ほしいと思っているのか」という教師の発問を理解することができずに困惑する姿が見られ、説明的

知識と似た内容を記述しており、人々の願いを捉えることができていなかった【資料７】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 検証場面１の結果と考察 

Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

一つ一つの取組に込められた

人々の願いを全て捉えることが

できている。 

一つ一つの取組に込められた

人々の願いを二つ以上捉えるこ

とができている。 

一つ一つの取組に込められた

人々の願いを二つ以上捉えるこ

とができていない。 

20人 
５人(Ｃ児) 

４人 16人（Ａ児・Ｂ児） 

  Ａ児・Ｂ児のように、人々の願いを二つ以上捉えることができた子どもは25人中20人であった。これは、

願いを捉える前に、「願い発見シート」を活用して、取組が「なぜ行われているのか」を考えることで、説

明的知識を習得し、願いを捉えることが容易になったからであると考える。 

  一方、Ｃ児のように、人々の願いを二つ以上捉えることができなかった子どもが５人いた。記述内容を

見ると、説明的知識と願いを記述する際に、同じ内容になってしまったり、願いの記述ができていなかっ

たりしていた。これは、「どうなってほしいと思っているのか」という発問では、社会的事象に関わる人の、

これから先の将来に目を向けることができなかったことが原因であると考える。 

(3) 検証場面２（第９～10時） 

  ２軸チャートを活用して、それぞれの取組について整理した後で、人々の願いを踏まえた、より妥当な

取組について選択・判断し、選んだ理由も記述させた。Ａ児は、「すぐにできる取組がよい」と考え、２軸

チャートを活用して整理することで、取組の特性を把握し、「ＳＮＳやホームページで犬山祭を紹介する」

という取組を選択した。また、この取組をすると「犬山祭に実際に来てほしい」という願いや、「犬山祭が

ずっと続いていってほしい」といった願いをかなえられるのではないかと考え、「取組選択シート」に以下

のように記述した【資料８】。このように、Ａ児は複数の願いを踏まえた上で、取組を選択・判断すること

ができていた。 

  

 

 

 

   

 

 

 

小学校でのか

らくり実演に関

しては、説明的

知識と願いが、

同じような内容

の記述になって

いる。 

複数の願いに関す

る記述（実線）があ

り、願いを踏まえて

選択・判断すること

ができているため、

Ａ評価とする。 

２軸チャートを活用

して取組の特性を把握

した記述（破線） 
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【資料９ Ｂ児の「取組選択シート」】 

    Ｂ児も、「すぐにできる取組がよい」と考え、２軸チャートを活用して整理することで、取組の特性

を把握し、「ＳＮＳやホームページで犬山祭を紹介する」という取組を選択した。この取組をすると、

「犬山祭に実際に来てほしい」という願いをかなえられるのではないかと考えた。一方、それ以外の

願いを踏まえることはできていなかった【資料９】。 

 

 

 

 

 

 

 

    Ｃ児は初め、取組を選択することができていなかった。教師とどのような取組がよいかを確認し、

「効果が大きい取組がよい」と考えることができた。その後、２軸チャートを活用して整理すること

で、取組の特性を把握し、「からくりや笛・太鼓を練習しているところを見ることができるようにする」

という取組を選択した。しかし、その取組を選択した理由を書くことはできなかった。 

  (4) 検証場面２の結果と考察（３人欠席） 

Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

複数の願いを踏まえた上で、

取組を選択・判断することがで

きている。 

一つの願いを踏まえた上で、

取組を選択・判断することがで

きている。 

願いを踏まえた上で、取組を

選択・判断することができてい

ない。 

13人 
９人（Ｃ児） 

６人（Ａ児） ７人（Ｂ児） 

    Ａ児・Ｂ児のように、願いを踏まえて選択・判断することができた子どもは22人中13人であった。こ

れは、「取組選択シート」を活用して、人々の願いをかなえるための取組を考えさせた後に、それらの

取組について２軸チャートに整理することが、取組の特性を把握し、人々の願いを踏まえて選択・判

断することにつながったと考える。 

    一方、Ｃ児のように、願いを踏まえて選択・判断することができない子どもが９人いた。２軸チャー

トに整理することで、取組の特性を把握し、選択・判断することはできているものの、人々の願いを踏

まえることはできていなかった。これは、取組を選択・判断する際に取組の特性を重視するあまり、

人々の願いを関連付けて考えることができなかったことが原因であると考える。 

 

Ⅴ 長期研修で学んだこと 

１ 東北学院大学 教授 佐藤 正寿 氏 

   佐藤氏からは、願いとはどのようなものなのかを、子どもが理解することができるように発問・指示

を精選することが重要であると御指導いただいた。第２次授業研究では、願いを捉えさせる発問や指示

を、社会的事象に関わる人の、これから先の将来に目を向けることができるような言葉にすることで、

目指す子ども像に迫っていく。 

２ 植草学園大学 教授 梅澤 真一 氏 

梅澤氏からは、子どもが願いを踏まえて選択・判断する際には、どのような願いを踏まえたのかを、子

どもが明確に理解することができるようにすることが重要であり、どのような願いを踏まえて選択・判

断したのか、確認する機会を設ける必要があると御指導いただいた。また、子どもが切実感をもつよう

な問題を選択・判断させるとよいことを御指導いただいた。第２次授業研究では、子どもが選択・判断

一つの願いに関す

る記述（実線）があ

り、願いを踏まえて

選択・判断すること

ができているため、

Ｂ評価とする。 

２軸チャートを活用

して取組の特性を把握

した記述（破線） 

 



- 67 - 

する際にどのような願いを基に、選択・判断をしたのかをチェック欄を作成して確認する時間を設けた

り、子どもが切実感をもてるように、学習する社会的事象の課題を解決することをテーマに設定したり

することで、目指す子ども像に迫っていく。 

３ 岡山理科大学 准教授 紙田 路子 氏 

  紙田氏からは、事実的知識と説明的知識を習得する際に留意することを御指導いただいた。事実的知

識を習得する際には、どのような活動を行うかによって習得するものが変わるので、精選する必要があ

ることを学んだ。説明的知識を習得する際には、取組が行われている理由を問い、どのような事実的知

識を基に習得するのかを考えるとよいことを御指導いただいた。第２次授業研究では、取組を選択・判

断させる際に適した事実的知識を精選したり、説明的知識を習得する際に、必要に応じて、新たに事実

的知識を習得する時間を設けたりしていく。 

４ 立命館大学 教授 角田 将士 氏 

  角田氏からは、子どもに選択・判断させる際には、どの立場から選択・判断するのかを明確にする必

要があると御指導いただいた。また、２軸チャートで活用する基準について、その基準で整理するとど

のような良さがあるのかを、確認する必要があることを御指導いただいた。第２次授業研究では、「社会

的事象に関わる人」の立場から選択・判断することを確認したり、２軸チャートの基準の良さを確認す

る時間を設け、整理する意味を実感させたりする活動を取り入れていく。 

 

Ⅵ 第２次授業研究に向けての改善点 

１ 検証項目１について 

  人々の願いを捉える際に「社会的事象に関わる人がどのような未来になってほしいと思っているのか」

と、将来に目を向けた言葉を示すことで、人々の願いを捉えることができるようにする。 

２ 検証項目２について 

  まず、人々の願いを踏まえた取組について選択・判断する前に、

学級で願いを振り返りながら、選択・判断する際に活用できるチ

ェック欄を作成する。次に、取組を行うとどのような願いをかな

えることができるのかを、チェック欄を活用して確認すること

で、取組を人々の願いと結び付け、それを踏まえて選択・判断す

ることができるようにする【資料10】。 

 

Ⅶ 第２次授業研究（９～10月） 

 １ 単元  陶磁器をつくるまち・瀬戸市 

 ２ 目標 

   瀬戸焼の保存や継承に関わる取組について取り上げ、瀬戸焼に関わる人が、どのような取組を行って

いるのかを調べ、それらの取組がなぜ行われているのかを考えることで、瀬戸焼に込められた人々の願

いを捉えることができるようにする。また、どのような取組をしていけば、人々の願いを踏まえること

ができるのかを考え、適切に表現することができるようにする。 

 ３ 検証項目 

  (1)       説明的知識を基に「社会的事象に関わる人がどのような未来になってほしいと思っているのか」を

考える活動は、人々の願いを捉えるために有効か、「願い発見シート」の記述内容からつかむ。 

  (2)      ２軸チャートを活用して取組について整理し、より妥当な取組を考えた上で、その取組を行うと、

どのような願いをかなえることができるのかを、チェック欄を活用して確認することは、人々の願い

を踏まえて選択・判断するために有効か、「取組選択シート」の記述内容からつかむ。 

【資料10 活用するチェック欄】 
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【資料12 Ｃ児の活動の様子と「願い発見シート」】 

４ 実践の概要（11時間完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 第２次授業研究の様子と考察 

 (1)          検証場面１（第３～６時） 

   「願い発見シート」を活用して、取組に込められた

願いを捉えるために、「瀬戸焼に関わる人がどのよう

な未来になってほしいと思っているのか」を考えさせ

た。Ａ児は「せともの祭」という取組がなぜ行われて

いるのかについて、説明的知識として「せともの祭は、

瀬戸焼について楽しみながら知ってもらうために行

われている」を習得し、「瀬戸焼に関わる人がどのよう

な未来になってほしいと思っているのか」を考えるこ

とで願いを捉えることができた【資料11】。この「願い発見シート」のように、Ａ児は全ての取組につい

て、説明的知識から人々の願いを捉えることができていた。 

   Ｃ児は「瀬戸焼をつくる体験」という取組が、なぜ行われているのかを考え、説明的知識として「瀬

戸焼をつくる体験は、焼物をつくることの楽しさを伝えるために行っている」を習得した。また、願い

については、「瀬戸焼に関わる人がどのような未来になってほしいと思っているのか」という発問から、

将来に目を向けることができるようになったことで、取組に込められた人々の願いを捉えることができ

た。【資料12】。また、瀬戸市という町全体を大きなミュージアムのようにする「せと・まるっとミュー

ジアム」という取組には「瀬戸市に来てほしい」という願いが込められていることも捉えることができ

た。このようにＣ児は、全ての取組に込められた願いを捉えることこそできなかったものの、取組に込

められた願いを二つ以上捉えることができていた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料11 Ａ児の「願い発見シート」】 

せともの祭に

関しては「瀬戸

焼に興味をもっ

て、また瀬戸市

に来てほしい」

と願いを記述す

ることができて

いる。 

瀬戸焼をつ

くる体験に関

しては「瀬戸

焼について、

興味をもって

ほしい」と願

いを記述する

ことができて

いる。 
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【資料13 Ｃ児の２軸チャートとチェック欄の記述】 

【資料14 Ｃ児の「取組選択シート」】 

(2) 検証場面１の考察（２人欠席） 

Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

一つ一つの取組に込められた

人々の願いを全て捉えることが

できている。 

一つ一つの取組に込められた

人々の願いを二つ以上捉えるこ

とができている。 

一つ一つの取組に込められた

人々の願いを二つ以上捉えるこ

とができていない。 

23人 
０人 

８人（Ａ児・Ｂ児） 15人(Ｃ児) 

  全ての子どもが、社会的事象に関わる人の取組に込められた人々の願いを二つ以上捉えることができた。

これは人々の願いを「瀬戸焼に関わる人がどのような未来になってほしいと思っているのか」と、将来に

目を向けた言葉で示すことが、子どもが願いとはどのようなものであるのかを理解し、人々の願いを捉え

ることにつながったからだと考える。 

(3) 検証場面２（第９～10時） 

２軸チャートを活用して、それぞれの取組について整理した後で、「後継者不足」という課題を解決する

上で、人々の願いを踏まえた、より妥当だと思う取組について選択・判断し、選んだ理由も記述させた。ま

た、願いを踏まえることができているか確認するために、チェック欄を活用した。 

Ｂ児は、２軸チャートを基に、「瀬戸蔵ミュージアムなどの施設をインターネットで見ることができる『バ

ーチャルミュージアム』を行う」という取組を選択した。この取組をすると「瀬戸焼について興味をもって

ほしい」「瀬戸市に来てほしい」「これからも瀬戸焼を受け継いでいってほしい」といった願いをかなえられ

るのではないかとチェック欄を活用して考え、「取組選択シート」に記述した。このように、Ｂ児は複数の

願いを踏まえた上で取組を選択・判断することができていた。 

Ｃ児も、２軸チャートを基に、「瀬戸焼をつくっているところを見ることができるようにする」という取

組を選択した。しかし、この取組をすると、どのような願いをかなえることにつながるのかを考えることが

できずに悩んでいた。そこで、チェック欄を活用して、取組と願いを結び付ける活動を行った。チェック欄

を活用することで、この取組をすると「瀬戸焼について興味をもってほしい」「これからも瀬戸焼を受け継

いでいってほしい」といった願いをかなえられるのではないかと考えた【資料13】。その後、「取組選択シー

ト」に以下のように記述した【資料14】。このように、Ｃ児も複数の願いを踏まえた上で取組を選択・判断

することができていた。 
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【資料15 子どもの変容のグラフ】 

  (4) 検証場面２の結果と考察（３人欠席） 

Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

複数の願いを踏まえた上で、

取組を選択・判断することがで

きている。 

一つの願いを踏まえた上で、

取組を選択・判断することがで

きている。 

願いを踏まえた上で、取組を

選択・判断することができてい

ない。 

20人 
２人 

15人（Ａ児・Ｂ児・Ｃ児） ５人 

    願いを踏まえて選択・判断することができた子どもは22人中20人であった。これは、２軸チャート

を活用して取組について整理することで特性を把握し、より妥当な取組を考えた上で、チェック欄を

活用して、その取組を行うとどのような願いをかなえることができるのかを確認することが、人々の

願いを踏まえて選択・判断することを容易にしたためであると考える。 

一方、願いを踏まえて選択・判断することができていない子どもが２人いた。これは、選択・判断

した取組を行うと、どの願いをかなえることができるのか、関連性を捉えることができなかったこと

が原因であると考える。 

 

Ⅷ 研究のまとめ 

 １ 研究から明らかになったこと 

  (1) 人々の願いを踏まえて選択・判断することができる子どもの育成 

    授業研究を通して、人々の願いを捉えることができた子ど

もが８人から23人に増加した。また、人々の願いを踏まえて

選択・判断することができた子どもが６人から20人に増加し

た【資料15】。願いを捉えるために、事実的知識から説明的知

識を習得するという段階を踏まえたり、将来に目を向けさせ

る発問をしたりすることや、２軸チャートを活用して取組を

整理したり、チェック欄を活用して願いを確認したりするこ

とが、人々の願いを踏まえて選択・判断する子どもを育てる

上で有効であることが明らかになった。 

  (2) 実践後の子どもの様子 

    単元「国際交流に取り組むまち・豊橋市」の学習では、国際交流のために行っている取組には様々な

願いが込められていることを捉えさせた。Ｃ児は「取組選択シート」を活用して、「外国人と日本人が

互いの文化を学べるイベントを増やす」という取組が、時間は掛かるが、効果が大きいという特性が

あることを把握した。また、「異文化を理解してほしい」「誰でも住みやすい市になってほしい」という

願いを実現できる取組だとチェック欄を活用して考え、選択・判断することができた。取り上げる社

会的事象が異なっていたとしても、人々の願いを踏まえて選択・判断することができた。 

 ２ 今後の研究に向けて 

   本研究では、事実的知識から説明的知識を習得し、それを活用して人々の願いを捉え、その願いを踏

まえて取組を選択・判断する活動を通して、目指す子ども像に迫ることができた。一方、選択・判断した

取組がどの願いをかなえることにつながるのか、関連性を捉えることができない子どもの姿が見られた。

今後は、取組と願いの関連性を振り返り、なぜその取組を選択・判断したのか立ち返る活動を取り入れ

ることで、更に人々の願いを踏まえて選択・判断することができる子どもを育てていきたい。 

 

参考・引用文献 紙田路子『小学校社会科授業における価値判断の分析対象』日本教科教育学会誌(2018) 


